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金

朝

史

研

究

外

山

軍

昭
和
三
十
九
年
十
月
東
洋
史
研
究
曾

A
5判

六
七
九
頁
索
引
・
年
表
三
五
頁
闘
版
三
業

著
者
外
山
軍
治
博
士
は
、
昭
和
八
年
京
都
帝
園
大
事
文
民
宇
部
を
卒
業
後
、
同

年
設
足
し
た
京
都
帝
大
の
満
蒙
文
化
研
究
事
業
に
参
加
さ
れ
、
主
と
し
て
金
朝

政
治
史
を
主
題
と
し
て
研
究
を
積
ま
れ
、
昭
和
八
年
に
は
溺
海
闘
の
首
都
東
京

城
の
資
掘
調
査
に
、
昭
和
十
年
に
は
熱
河

・
北
満
方
面
の
史
蹟
踏
査
に
も
参
加

し
て
寅
地
に
研
績
を
積
み
、
終
戦
後
は
京
都
大
事

・
立
命
館
大
事
・
大
阪
外
聞

語
大
撃
に
於
て
、
ひ
た
す
ら
研
究
一
途
の
生
活
を
績
け
て
こ
ら
れ
た
、
金
朝
史

摩
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
こ
の
間
そ
の
業
績
は
「
満
蒙
史
論
叢
」
「
東
洋
史
研

究
L

「
満
洲
撃
報
」
「
蒙
古
事
」
や
諸
簿
記
念
論
集
に
設
表
さ
れ
て
き
た
が
、
此

の
度
そ
れ
ら
を
整
理
配
列
し
て
一
書
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

日
露
戦
字
以
後
、
日
本
の
満
洲
経
営
と
深
い
関
連
を
持
ち
つ
つ
設
展
し
て
き

た
我
が
園
の
満
洲
史
撃
に
は
、
こ
れ
ま
で
二
箇
の
劉
期
の
存
し
た
こ
と
は
藤
枝

晃
氏
の
所
裁
に
見
え
る
が
(
中
園
史
皐
入
門
・
昭
和
二
十
二
年
)
、
昭
和
初
期

の
満
蒙
文
化
研
究
に
は
、
三
上
次
男
・
旗
因
縁
・
田
村
寅
造
・
外
山
軍
治
氏
等

を
始
め
、
東
西
の
多
く
の
撃
者
が
、
政
治
・
枇
曾
・
文
化
等
の
多
様
な
問
題
に

百
一
っ
て
「
よ
っ
て
た
か
つ
て
」
研
究
を
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
正

し
く
第
二
の
創
期
と
稽
す
る
に
相
臆
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
金
朝
史
に

於
い
て
は
、
東
大
の
三
上
次
男
氏
が
女
真
族
の
粧
品
開
構
成
・
政
治
精
進
を
主
題

治
蕃

と
し
て
考
察
を
進
め
ら
れ
た
の
に
封
し
て
、
外
山
博
士
は
、
金
朝
を
構
成
す
る

民
族
が
軍
一
で
な
く
、
少
数
の
女
民
族
を
支
配
階
級
と
し
漢

・
契
丹
・

溺
海
人

等
を
治
下
に
包
含
し
た
複
合
民
族
闘
家
で
あ
る
黙
に
着
目
し
、
女
同
県
族
と
他
民

族
と
の
複
雑
な
政
治
交
渉
の
解
明
に
深
い
意
義
を
見
出
し
、
こ
こ
に
み
ず
か
ら

の
研
究
分
野
を
設
定
し
て
多
年
に
亘
り
精
力
的
且
異
動
事
な
努
力
を
綴
け
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
本
書
に
牧
め
ら
れ
た
十
数
篇
の
努
作
は
、
博
士
の
ひ
た
む
き
な

史
料
へ
の
沈
潜
を
通
し
て
生
れ
た
成
果
で
あ
っ
て
、
多
様
な
問
題
を
取
扱
い
な

が
ら
、
一
貫
し
た
テ
1
7
を
軸
と
し
て

一
個
の
撃
的
種
系
を
な
し
て
い
る

G

従

来
未
開
拓
で
あ
っ
た
此
の
分
野
の
解
明
の
持
つ
意
義
は
、
金
朝
史
研
究
上
に
於

て
は
今
夏
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、

其
の
他
の
閥
連
各
民
族
の
固
有
の
歴
史
研

究
に
於
い
て
も
、

想
像
以
上
に
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
と
思
う
。
以
下
そ
の
内
容

を
逐
僚
と
り
あ
げ
て
紹
介
し
た
い
。

通
論
1

1
金
朝
政
治
の
推
移
||

通

論
と
あ
る
が
所
謂
概
論
風
の
も
の
で

な
く
、
以
下
に
示
さ
れ
る
各
論
の
所
設
を
ふ
ま
え
そ
の
闘
を
補
い
な
が
ら
、
し

か
も
従
来
の
諸
研
究
を
も
丹
念
に
参
照
し
委
曲
を
愛
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、

い
わ
ば
外
山
博
士
の
研
鍍
の
結
論
で
あ
る
。
最
新
の
拳
訟
を
盛
っ
た
構
成
あ
る

政
治
史
で
あ
る
と
と
も
に
、
初
撃
者
の
必
讃
の
入
門
書
で
も
あ
る
。

一
金
朝
治
下
の
契
丹
人
第
一
章
「
遼
室
討
滅
以
前
の
契
丹
人
」
で
は
、
金

初
の
征
遼
戦
に
於
け
る
契
丹
降
人
の
先
導
を
略
述
し
、
契
丹
降
人
が
遼
の
制
度

の
ま
ま
に
西
北
路
・
西
南
路
統
治
の
最
高
機
闘
た
る
招
討
可
の
長
官
に
任
命
さ

れ
て
、
チ
ャ
ハ
ル
・
絞
遠
方
面
の
諸
部
族
の
鎮
撫
に
嘗
て
ら
れ
た
鮎
を
明
か
に

し
、
契
丹
人
招
討
使
の
愛
生
と
そ
の
枇
曾
的
背
景
を
詳
述
す
る
。
第
二
章
「
契

丹
人
統
治
の
諸
問
題
」
で
は
主
と
し
て
礼
軍
に
親
黙
を
向
け
、
乱
軍
が
興
安
嶺

西
方
の
モ
ン
ゴ
ル
系
遊
牧
民
及
び
西
夏
の
侵
冠
に
料
到
す
る
前
術
的
緩
衝
鰻
と
し

て
の
重
要
な
機
能
を
持
っ
た
黙
を
指
摘
し
、
都
統
司
の
改
稽
・
興
安
嶺
東
績
の
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契
丹
人
統
治
を
例
と
し
て、

金
園
が
新
版
圃
の
統
治
に
際
し
て
、
奮
支
配
者
た

る
契
丹
人
の
沓
秩
序
に
於
け
る
優
位
を
等
重
し
、
そ
の
政
治
力
を
利
用
し
た
こ

士
を
解
明
す
る
。
第
三
章
「
契
丹
人
の
叛
凱
ぶ

で
は
、
海
陵
王
期
の
契
丹
人
粛

松
市
の
叛
鋭
、
並
に
西
北
路
契
丹
人
の
飢
に
つ
い
て
詳
細
な
考
君
臨
を
行
い
、
そ
の

枇
曾
的
背
景
に
も
省
察
を
加
え
、
第
四
章
「
世
宗
の
謝
契
丹
人
政
策
」
で
は
契

丹
人
に
よ
る
猛
安
謀
克
の
再
編
成
と
世
宗
の
調
座
政
策
を
設
き
、
第
五
章

「
金

末
に
お
け
る
契
丹
人
の
動
静
」
で
は
、
金
末
、
北
潟
信
州
の
契
丹
人
が
ま
ず
蜂

起
し
、
凱
の
鎮
定
後
一

一
一
一
一
年
契
丹
人
留
寄
が
自
立
し
て
遼
閣
を
建
設
す

る
。
そ
の
討
伐
に
向
っ
た
遼
東
鎮
撫
使
蒲
鮮
高
奴
と
の
関
係
、
モ

ン
ゴ
ル
の
木

華
族
・
チ
ン
ギ
ス
汗
等
と
の
交
渉
も
解
説
し
た
後
、

=

二

四
年
金
の
南
京
遷

都
に
よ
る
南
遜
を
き
ら
っ
て
叛
鋭
を
起
し
た
札
軍
が
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
降
り
、
そ

の
徹
導
を
つ
と
め
て
中
都
攻
圏
に
加
わ
る
ま
で
の
経
過
を
考
察
す
る
。

ニ
金
朝
治
下
の
湯
海
入

金
代
湖
海
人
の
研
究
は
、
激
海
後
史
研
究
と
し
て

も
、
女
同
県
族
の
多
様
な
祉
曾
構
造
の
あ
り
か
た
の
解
明
上
に
も
重
要
な
意
義
を

持
つ
が
、
従
来
未
開
拓
で
あ
っ
た
。
著
者
は
ま
ず
激
海
遺
民
が
主
と
し
て
遼
陽

に
居
住
す
る
事
情
を
略
述
し
、
金
朝
治
下
の
激
海
人
の
賓
態
を

「
松
漠
紀
開
」

の
記
事
へ
深
い
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
等
は

遼
よ
り
回
土
を
付
輿
さ
れ
た
上
、
賦
税
並
に
閥
市
の
税
も
菟
除
の
特
権
を
有

し
、
た
だ
載
時
の
兵
役
の
み
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
か
よ
う
な
政
治
的
保
護

下
に
在
っ
て
遼
陽
の
勧
海
人
は
、
人
戸
も
五
千
に
増
加
し
勝
兵
三
誌
を
算
す
る

等
の
経
済
的
繁
栄
を
享
受
し
た
し
、
園
地
を
造
作
し
牡
丹
を
賞
、
ず
る
な
ど
、
嘗

て
の
溺
海
園
繁
築
時
代
に
培
養
さ
れ
た
中
園
趣
味
を
持
ち
綴
け
る
富
家
も
存
し

た
。
名
流
の
子
女
の
姿
徳
あ
る
者
は
金
廷
宗
室
の
側
室
と
し
て
金
室
内
へ
の
漢

文
化
の
移
植
に
貢
献
し
た
、
な
ど
の
鮎
を
明
か
に
し
た
後
、
坦
四
朴

・
遼
陽
の
張

氏
・
熊
岳
の
王
氏
等
を
奉
例
し
て
、
金
朝
に
出
仕
し
た
溺
海
知
識
人
が
漢
人
以

上
の
親
近
感
を
以
て
待
遇
さ
れ
た
こ
と
を
明
示
し
、
か
か
る
親
近
感
が
海
陵
王

・
世
宗
・
或
は
数
多
の
諸
王
の
母
が
激
海
人
で
あ
る
よ
う
な
、
特
殊
な
婚
姻
関

係
に
基
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

三
金
朝
の
華
北
支
配
と
傍
偏
国
家

本
篇
は
次
の
三
論
文
に
よ
り
構
成
さ
れ

る。付

山
西
を
中
心
と
し
た
金
持
宗
紛
の
活
躍

金
初
よ
り
太
宗
期
ま
で
は
、
金

園
が
女
異
本
地
の
統
治
に
専
念
し
園
力
の
蓄
積
に
つ
と
め
、
華
北
の
経
営
に
は

植
民
地
支
配
以
上
の
意
義
を
認
識
し
な
か
っ

た
時
代
で
あ
っ
た
。
著
者
は
後
年

の
海
陵
玉
遷
都
に
よ
る
筆
北
の
直
接
統
治
に
深
い
意
義
を
見
出
し
、

そ
の
前
駆

と
し
て
の
劉
務
の
爵
固
に
着
目
し
、
贋
園
創
立
に
深
い
関
係
を
有
し
た
宗
翰
の

足
取
り
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
次
第
に
中
国
風
化
す
る
金
闘
の
成
長
の
さ

ま
を
績
づ
け
て
い
る
。
著
者
は
金
代
初
期
の
山
西
地
方
の
特
殊
事
情
を
解
説

し
、
こ
の
地
が
戟
略
的
に
も
政
治
的
に
も
、
多
一様
な
懸
案
達
成
の
震
の
福
要
の

地
で
あ
っ
た
が
、
西
北
・
西
南
雨
路
都
統
宗
翰
が
西
京
大
同
府
に
駐
留
し
て
以

後
山
西
は
永
く
金
の
前
進
根
接
地
と
な

っ
た
と
し
、
天
曾
三

・
四
年
の
伐
宋
戟

の
宗
翰
の
戟
墜
を
た
ど
り
つ
つ
、
そ
の
勢
力
強
大
化
の
過
程
を
追
求
し
た
。
此

の
間
に
金
の
福
密
院
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
が
と
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
い
で
宗

翰
の
行
っ
た
河
東
・
河
北
経
営
を
考
察
し
、
天
曾
六
年
侠
西
攻
略
を
下
命
し
た

彼
が
、
一
方
で
は
南
河
の
地
の
確
保
に
重
力
し
、
路

・
府

・
州

・
軍

・
蘇
の
改

穂
、
女
異
風
拙
事
棋
の
強
制
、
漢
服
着
用
の
禁
止
等
の
一
連
の
政
策
を
賀
行
し
、

新
し
い
統
治
の
徹
底
に
張
い
政
治
力
を
愛
揮
し
た
こ
と
を
解
説
す
る
。
著
者
は

ま
た
劉
漁
の
贋
園
の
成
立
を
宗
翰
の
か
か
る
統
治
方
針
の
延
長
に
於
い
て
把
揮

し、

そ
の
保
価
的
性
格
を
明
示
し
、
太
宗
の
死
が
宗
翰
一
波
の
波
落
を
誘
い
、

宗
翰
が
丘
ハ
馬
の
権
を
失
っ
て
憂
死
す
る
ま
で
の
事
情
を
説
明
し
、
旗
開
図
表
亡
の

因
も
支
持
者
宗
翰
の
失
脚
に
よ
る
と
指
摘
す
る
。
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口

燕

京
に
お
け
る
遼
宋
金
三
園
の
角
逐

常
勝
軍
の
線
帥
郭
薬
師
の
生
涯
を

政
治
史
的
背
景
に
於
て
と
ら
え
、
燕
京
を
め
ぐ
る
三
閣
の
葛
藤
に
あ
ざ
や
か
な

分
析
を
示
し
た
一
篇
。
第
一
章
で
は
郭
禦
師
の
常
勝
軍
は
も
と
怨
軍
と
稽
さ

れ
、
一
一
一
六
年
遼
が
金
軍
防
御
献
の
目
的
で
編
成
し
た
雑
寧
で
あ
っ
て
、
成
員

は
概
ね
湖
海
人

・
漢
人
等
の
飢
民
で
あ
り
、
嘗
初
本
援
が
術
州
躍
世
帯
銀
山
に
存
し

た
。
天
締
六
年
金
の
太
租
が
中
京
大
定
府
を
陥
れ
、
燕
京
の
天
酢
帝
が
山
西
に

逃
亡
し
、
耶
律
淳
が
燕
京
に
擁
立
さ
れ
て
帝
を
開
閉
す
る
と
、
怨
軍
は
常
勝
軍

と
改
稿
さ
れ
て
淳
の
私
丘
(
化
し
、
郭
務
師
は
上
将
軍
に
陸
進
す
る
ま
で
を
叙
述

し
、
第
二
章
で
は
天
輔
六
年
耶
律
淳
が
波
し
宋
寧
の
燕
京
攻
撃
が
開
始
さ
れ
る

と
、
郭
凝
師
は
常
勝
軍
を
率
い
て
宋
に
降
伏
す
る
。
そ
の
前
後
の
事
情
、
金

の
太
租
の
燕
京
入
城
後
の
宋
金
交
渉
の
綴
過
、
燕
京
都
民
の
動
揺
等
が
、
委
曲

を
澄
し
て
描
寓
さ
れ
て
い
る
。
阿
骨
打
が
燕
京
等
六
州
の
交
割
を
篠
件
に
、
松

亭
・
輪
開
外
の
民
戸
の
徒
民
を
要
求
し
た
事
買
に
封
し
て
、
阿
骨
打
に
土
地
侵

略
の
野
心
が
な
く
、
満
洲
本
地
の
園
勢
の
充
貨
を
計
ろ
う
と
し
た
意
幽
を
示
す

と
し
た
著
者
の
指
摘
も
看
過
す
べ
き
で
な
い
。
宋
閣
の
治
下
に
編
入
後
の
燕
京

に
お
け
る
常
勝
軍
の
横
暴
と
丘
(
勢
激
増
の
さ
ま
、
並
に
養
丘
(
財
源
と
し
て
の
免

夫
銭
の
問
題
を
論
じ
、
張
先
の
破
滅
に
よ
る
常
勝
箪
の
動
踏
を
説
い
た
後
、
天

含
三
年
金
軍
に
降
伏
後
開
封
攻
閣
に
参
加
し
、
金
軍
の
華
北
侵
入
を
容
易
な
ら

し
め
た
常
勝
軍
が
、
天
禽
四
年
金
の
宗
笠
の
手
に
よ
っ
て
全
滅
せ
し
め
ら
れ
る

ま
で
の
経
過
を
叙
述
す
る
。

国

劉
殻
の
楓
阿
国
を
中
心
と
し
て
み
た
金
宋
交
渉

第
一
章
第
一
節
で
は
、
宋

都
開
封
を
陥
れ
た
金
閣
は
張
邦
昌
を
皿
山
立
し
て
皇
帝
と
し
園
践
を
楚
と
し
た

が
、
張
邦
昌
は
自
殺
し
楚
園
は
三
十
二
日
で
消
滅
。
そ
の
後
輩
北
統
治
に
行
政

的
自
信
を
持
ち
得
ぬ
金
人
が
、
宋
の
高
官
劉
珠
を
起
用
す
る
ま
で
の
事
情
を
解

説
す
る
。
第
二
節
で
は
劉
強
の
略
歴
を
述
べ
、
知
済
南
府
の
時
謀
叛
を
決
意
し

て
、
金
軍
防
禦
に
力
戦
す
る
諸
絡
を
殺
し
て
金
に
降
っ
た
劉
激
が
、
天
曾
七
年

黄
河
道
以
南
の
金
軍
占
領
諸
州
の
節
制
を
命
ぜ
ら
れ
た
経
過
を
叙
述
し
、
劉拍郎

を
任
用
し
た
人
物
に
捷
慨
を
推
定
し
て
い
る
。
第
三
節
で
は
「
劉
橡
冊
立
の
事

情
」
を
論
じ
、

天
曾
八
年
劉
橡
が
宗
翰
に
擁
立
さ
れ
て
大
声
皇
帝
に
冊
立
さ
れ

る
ま
で
の
諸
事
情
を
、
撞
傾
・
宗
翰
な
ど
の
劉
抽
障
の
背
後
に
存
し
た
後
援
者
相

互
の
諸
聞
係
を
も
、
明
確
に
分
析
し
な
が
ら
解
説
し
、
第
四
節
で
は

「
旗開園
の

内
政
」
に
つ
い
て
、
曾
編
・
相
官
録
・
宋
史
の
記
載
を
照
合
し
つ

つ
、
版
園

・
官

制

・
地
方
制
度
・

兵
制

・
税
法
・
鋳
貨
等
の
多
様
な
問
題
を
と
ら
え
て
詳
論
す

る
。
第
二
章
「
芦
園
の
建
設
と
金
宋
の
動
向
」

で
は
、
金
-
宋
雨
闘
の
立
場
か

ら
湾
閣
の
健
備
的
性
格
を
解
明
し
、
第
三
章
「
費
図
を
め
ぐ
る
金
宋
の
抗
字
」

で
は
、
阜
自
国
三
年
劉
孫
の
休
京
遷
都
前
後
の
事
情
を
論
述
し
、
第
四
章
「
費
国

の
臨
時
止
」
で
は
、
照
宗
の
即
位
を
契
機
と
し
て
照
宗

・
縫
慣
を
中
心
と
し
た
反

宗
翰
運
動
が
目
円程
化
さ
れ
、
宗
翰
の
失
脚
が
劉
噛
障
の
波
落
を
招
き
、
費
園
は
八

年
に
し
て
滅
亡
し
、
奮
費
領
土
が
金
固
に
枚
拾
さ
れ
る
過
程
を
考
察
す
る
。
湾

園
存
綴
八
年
間
に
金
朝
は
漢
人
統
治
の
経
験
と
自
信
を
得
た
と
し
、
商
問
園
暗
躍
止

は
金
の
中
央
集
権
化
の
政
治
的
表
現
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

四
照
宗
皇
統
年
間
に
お
け
る
宋
と
の
講
和

第
一
章
「
皇
統
講
和
成
立
以
前

の
金
室
」
に
於
い
て
は
、
照
宗
即
位
後
の
金
の
内
政
の
推
移
と
照
宗
の
君
主
権

第
般
化
の
震
に
な
さ
れ
た
諮
工
作
を
考
察
し
、
宗
翰
打
倒
運
動
に
暗
砲
し
た
宗

磐

・
縫
搬
・
宗
幹
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不
満
を
裁
し
つ
つ
勢
力
を
披
充
す
る
事

情
を
解
説
す
る
。
第
二
章

「
天
巻
二
年
の
和
議
」
で
は
、
か
ね
て
宋
と
の
和
議

を
望
ん
で
い
た
縫
椴
が
照
宗
主
流
振
の
反
封
を
押
し
き
り
、
宋
の
秦
槍
と
の
聞

に
河
南

・
侠
西
の
宋
へ
の
還
付
を
傑
件
と
し
て
第

一
次
和
議
を
成
立
せ
し
め
る

が
、
金
室
に
内
獲
が
叢
生
し
宗
磐

・
宗
簡
・
縫
慣
ら
が
相
つ
い
で
殺
さ
れ
照
宗

波
の
濁
裁
績
が
確
立
す
る
や
、
桝
到
宋
方
針
が
一
四
愛
す
る
ま
で
の
過
程
を
詳
述
す
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る
。
第
三
章
で
は
「
金
箪
の
河
南
・
侠
西
回
復
L

を
論
じ
、
こ
れ
と
交
戦
し

た
宋
軍
諸
終
間
に
も
不
和
を
生
じ
、
こ
れ
に
乗
じ
た
秦
槽
か
諸
軍
を
解
冷
し
て

中
央
軍
に
改
編
し
、
和
議
締
結
の
態
勢
を
整
備
す
る
ま
で
を
叙
述
し
、
第
四
章

「
皇
統
講
和
の
顛
末
」
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
侵
入
・
金
軍
兵
力
の
不
足
等
の

内
部
事
情
か
ら
、
金
帝
及
び
宗
弼
等
が
宋
に
封
す
る
積
極
的
行
動
を
断
念
し
て

宋
と
の
和
議
に
傾
き
、
和
卒
交
渉
を
進
行
せ
し
め
る
経
緯
を
考
察
し
、
第
五
章

「
哲
約
の
賀
行
」
で
は
、
和
議
の
誓
約
係
項
が
衆
側
に
よ
っ
て
賓
行
さ
れ
た
か

否
か
を
、
境
界
線
の
設
定
・
南
北
土
大
夫
の
迭
還

・
歳
貢
・
金
の
衆
帝
冊
立
等

の
各
項
に
つ
い
て
解
明
す
る
。
第
六
章
「
皇
統
講
和
の
成
立
と
金
闘
の
動
向
」

で
は
、
講
和
後
の
金
園
が
中
国
風
化
す
る
過
程
、
猛
安
謀
克
戸
の
南
遜
、
及
び

金
廷
宗
室
内
の
暗
闘
と
照
宗
が
海
陵
王
に
科
相
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
を
解
説
し
、

照
宗
の
時
代
は
女
異
的
園
家
よ
り
中
園
田
岡
園
家
へ
移
行
す
る
過
渡
期
で
あ
っ
た

と
指
摘
し
て
い
る
。

五
照
宗
朝
に
お
け
る
蒙
古
の
侵
窓
王
園
維
は
そ
の
著
観
堂
集
林
所
牧
論
文

「
遼
金
時
蒙
古
考
」

「
南
宋
入
所
得
蒙
古
史
料
放
」
に
お
い
て
、
金
代
照
宗
朝

の
蒙
古
の
侵
窓
、
お
よ
び
金
側
の
防
衛
、
金
の
屈
辱
的
和
睦
等
の
事
賓
は
蒙
古

人
自
身
の
記
録
に
明
記
さ
れ
ず
、
関
連
記
事
は
「
要
録
」
そ
の
他
の
南
宋
人
の

史
書
に
は
見
え
る
が
、
金
人
の
記
述
し
た
も
の
は
一
書
も
存
し
な
い
と
断
定

し
、
商
宋
の
史
書
中
の
蒙
古
関
係
史
料
も
、
「
金
史
」
と
校
合
す
れ
ば
飯
臨
す

る
船
聞
が
多
く
、
す
べ
て
信
濁
す
る
に
足
り
な
い
と
論
じ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
著

者
は
、
金
の
将
軍
完
顔
希
否
ノ
紳
遭
群
中
の
「
萌
古
斯
擾
透
王
借
太
師
宗
籍

車
中
詔
往
征
之
」
の
一
文
に
着
目
し
、
王
国
維
の
否
定
し
た
宗
磐
の
蒙
古
征
討
を

事
賓
と
し
て
確
認
し
、
そ
の
時
期
を
天
曾
十
三
年
十
一
月
以
降
天
守
元
年
七
月

以
前
と
推
定
し
て
い
る
。
王
図
維
は
蒙
古
侵
冠
の
記
事
が
「
金
史
」
に
明
記
さ

れ
な
い
駄
を
疑
い
、
こ
れ
を
理
由
に
南
宋
人
の
史
料
ま
で
否
定
し
た
が
、
著
者

は
元
の
順
帝
時
に
編
纂
さ
れ
た
金
史
一
に
は
、
編
集
の
際
修
史
官
に
よ
っ

τ元
朝

に
都
合
の
惑
い
部
分
が
故
意
に
削
除
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
著
者
は

本
書
の
「
後
記
」
に
於
て
、
歴
史
研
究
上
に
占
め
る
石
刻
の
重
要
性
を
述
べ
て

い
る
が
、
本
篇
で
は
そ
の
石
刻
が
論
謹
の
有
力
な
根
接
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
‘
小
論
な
が
ら
著
者
の
史
料
取
扱
方
法
の
周
密
さ
と
、
推
理
の
深
さ
を

示
し
た
力
作
で
あ
る
。

六
世
宗
卸
位
の
事
情
と
遜
陽
の
溺
海
人

第

一
章
「
世
宗
卸
位
の
経
過
」
で

は
、
世
宗
の
出
自
を
述
べ
た
後
、
海
陵
王
が
正
隆
六
年
商
伐
軍
を
起
し
た
際
、

内
蒙
古
・
熱
河
地
方
の
契
丹
人
が
徴
兵
を
嫌
っ
て
蜂
起
し
、
叛
刷
肌
は
遼
陽
に
波

及
し
よ
う
と
す
る
が
、
世
宗
が
こ
れ
を
撃
退
し
て
遼
陽
を
固
守
し
た
事
情
、
並

に
海
陵
王
が
自
己
に
反
謝
す
る
勢
力
の
中
心
と
思
わ
れ
る
臣
僚
を
し
き
り
に
殺

害
し
、
世
宗
の
身
透
も
刺
客
の
監
観
下
に
在
り
、
妻
烏
林
答
氏
も
自
害
を
除
儀

な
く
さ
れ
た
、
世
宗
の
忍
従
時
代
を
読
越
し
、
正
隆
六
年
十
月
叔
父
李
石
の
動

設
に
従
っ
た
世
宗
が
、
諸
寧
に
推
戴
さ
れ
て
即
位
す
る
ま
で
の
経
過
を
解
説
す

る
。
第
二
章
「
世
宗
推
裁
の
諸
勢
力
」
で
は
、
世
宗
を
推
戴
し
た
勢
力
を
分
析

考
察
す
る
。
著
者
は
世
宗
の
母
の
弟
に
笛
る
李
石
の
出
自
に
着
目
し
、

こ
れ
に

深
い
考
察
を
加
え
た
後
、
石
の
父
李
雛
説
只
が
溺
海
人
で
あ
る
こ
と
を
つ
き
と

め
、
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
更
に
考
察
を
す
す
め
る
。
世
宗
は
叔
父
の
李
石

を
首
領
と
す
る
遼
陽
の
激
海
人
を
始
め
、
海
陵
王
に
う
と
ん
ぜ
ら
れ
て
満
洲
に

残
留
せ
し
め
ら
れ
た
女
異
人
官
僚
や
、
金
闘
治
下
に
お
い
て
不
遇
な
吠
態
に
お

か
れ
て
い
た
馬
遼
館
路
の
女
異
人
等
の
協
力
に
よ
っ
て
推
戴
さ
れ
、
海
陵
王
に

重
視
さ
れ
な
い
宗
室
や
、
海
陵
王
と
は
従
兄
弟
の
間
柄
に
在
り
な
が
ら
、
そ
の

猪
疑
を
蒙
っ
て
生
命
ま
で
も
奪
わ
れ
よ
う
と
し
た
諸
王
の
来
附
に
よ
っ
て
地
盤

を
固
め
、
抽
周
期
せ
ぬ
海
陵
王
の
死
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
権
は
急
速
に
確
立
さ
れ

た
、
と
説
い
て
い
る
。

〆
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七
章
宗
時
代
に
お
け
る
北
方
経
略
と
宋
と
の
交
職
本
篇
は
前

・
後
二
篇
に

分
か
れ
る
。
前
篇
第
二
早
「
明
日
目
初
年
の
北
方
経
略
の
議
」
で
は
、
章
宗
の
印

位
後
北
方
遊
牧
民
の
侵
入
が
激
化
し
、
こ
の
震
北
征
が
議
議
さ
れ
た
が
賓
現
に

至
ら
ず
、
明
昌
三
年
以
後
侵
入
備
禦
の
目
的
で
界
療
が
構
築
さ
れ
た
事
情
を
述

べ
、
第
二
章
以
下
で
は
、
明
畠
六
年
に
始
ま
り
承
安
三
年
の
宗
浩
の
オ
ン
ギ
ラ

l
ト
・
カ
タ
キ
ン
征
討
に
よ
っ
て
一
腹
の
成
功
を
枚
め
た
金
の
北
伐
の
経
過

を
、
地
理
的
考
費
や
史
的
背
景
に
も
深
い
考
慮
を
示
し
つ
つ
詳
論
す
る
。
第
五

章
で
は
「
枇
曾
経
済
上
に
お
け
る
北
征
の
影
響」

を
テ
l
マ
と
し
、
章
宗
時
代

に
諸
事
者
修
の
風
潮
に
あ
っ
た
金
廷
が
、
黄
河
の
治
水
、
北
征
、
保
亘
構
築
に

莫
大
な
出
資
を
強
要
さ
れ
て
財
政
が
漸
次
第
乏
化
す
る
過
程
を
論
じ
、
女
員
戸

と
漢
民
戸
と
の
反
自
の
深
刻
化
す
る
事
情
を
述
べ
、
泰
和
四
年
頃
財
政
緊
縮
策

が
行
な
わ
れ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
金
園
の
疲
弊
は
南
宋
に
乗
ず
べ
き
機
曾
を
輿

ぇ
、
泰
和
四
年
以
降
交
戦
吠
態
に
入
り
、
漢
人
戸
と
の
乳
繰
も
深
刻
化
し
た
と

述
べ
て
い
る
。
後
篇
第
一
章
で
は
寧
宗
の
冊
立
に
功
を
牧
め
黛
を
結
ん
で
政
権

を
得
た
緯
陀
膏
が
、
開
戦
準
備
を
行
い
呉
蟻
を
輿
州
都
統
に
任
じ
、
岳
飛
に
迫

封
し
て
土
績
を
鼓
舞
し
、
遂
に
途
絡
を
し
て
泰
和
四
年
金
に
侵
入
せ
し
め
、

泰
d

和
六
年
雨
園
が
本
格
的
交
戦
状
態
に
入
る
ま
で
の
経
過
を
描
寓
す
る
。
第
二
章

で
は
泰
和
六
年
五
月
雨
園
の
園
交
断
絶
以
降
の
戦
況
を
解
説
し
、
第
三
章
で

は
、
金
寧
が
各
方
面
で
有
利
な
戦
闘
を
展
開
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
和
議
締
結

の
努
力
を
績
け
、
宋
側
も
敗
戦
に
よ
っ
て
戦
意
を
失
い
、
金
園
の
申
出
を
紹
好

の
機
曾
と
し
て
和
議
に
感
じ
た
事
情
を
考
察
す
る
。
第
四
章
「
宋
将
呉
磯
の
金

へ
の
内
附
」
で
は
、
先
に
侠
西
の
経
略
に
波
遣
さ
れ
な
が
ら
金
に
内
附
し
て
萄

王
に
封
ぜ
ら
れ
た
宋
将
呉
磯
が
、
義
軍
に
殺
さ
れ
た
後
、
在
萄
宋
勢
力
の
強
大

化
し
た
こ
と
を
論
じ
、
第
五
章
「
和
議
の
成
立
」
で
は
、
衆
国
の
主
戦
論
者
韓

慌
自
問
が
殺
さ
れ
、
そ
の
首
が
金
に
迭
ら
れ
、
歳
幣
の
増
額
・
川
侠
開
磁
の
還
付

を
篠
件
に
和
議
の
成
立
を
見
る
ま
で
の
経
過
を
述
べ
る
。
第
六
章
で
は
金
宋
交

戦
に
よ
る
金
圏
の
財
政
危
機
を
論
じ
、
宋
よ
り
の
輸
入
茶
の
制
限
、
財
政
家
の

登
用
を
述
べ
、
盗
賊
の
跳
梁
す
る
山
東
地
方
の
枇
曾
不
安
が
、

交
戦
中
の
経
済

的
屋
迫
と
、
軍
民
の
反
目
、
河
決
に
よ
る
漢
戸
の
困
窮
化
に
よ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。

八
章
宗
時
代
に
お
け
る
糞
河
の
氾
濫

窮
乏
過
程
に
あ
る
猛
安
謀
克
戸
の
救

済
の
震
に
採
用
さ
れ
た
黄
河
河
灘
の
括
地
策
に
調
貼
を
向
け
、
そ
れ
が
黄
河
河

道
の
出
変
化
と
不
可
分
の
閥
係
を
有
し
た
乙
と
を
設
し
、
漢
民
族
の
燦
牲
に
於
て

な
さ
れ
た
救
済
策
が
、
結
局
爾
民
族
の
離
反
を
尖
鋭
化
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い

る
。
金
闘
が
准
水
以
北
の
占
領
を
終
え
た
天
曾
八
年
頃
は
、
恰
も
東
北
流
し
て

い
た
黄
河
が
齢
塞
し
て
、
ま
さ
に
河
道
を
東
南
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
時
期

に
嘗
り
、
こ
の
潟
に
氾
濫
が
く
り
か
え
さ
れ
た
。
一
一
九
四
年
、
黄
河
は
明
畠

の
河
決
と
し
て
著
名
な
大
決
潰
を
起
し
て
南
流
し
、
北
流
は
全
く
断
絶
し
た
。

大
氾
濫
の
擢
災
戸
に
は
、
金
園
は
唐
・
宋
の
例
に
な
ら
っ
て
河
灘
・
退
灘
を
官

地
と
し
て
支
給
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
猛
安
謀
克
戸
の
窮
乏
を
憂
慮
し
た
金
闘

は
、
土
地
調
査
を
行
い
括
地
に
よ
っ
て
救
済
を
行
っ

て
い
た
が
、
河
灘
の
括
地

に
際
し
で
も
女
異
戸
に
封
し
て
優
先
的
に
配
分
を
行
い
、
漢
人
耕
作
地
は
し
ば

し
ば
浪
曲
位
さ
れ
、
漢
人
戸
の
利
盆
は
往
々
に
し
て
不
嘗
に
援
摘
さ
れ
た
。
こ
の

様
な
交
渉
は
、
賞
、
河
氾
濫
の
都
度
所
在
に
く
り
か
え
き
れ
、
漢
・
女
異
雨
入
戸

の
反
目
を
深
刻
化
せ
し
め
る
結
果
を
招
い
た
。
著
者
は
金
園
鼠
墳
の
内
因
の
一

を
、
漢
人
戸
と
女
岡県戸
と
の
関
係
の
悪
化
で
あ
る
と
指
摘
し
、
黄
河
の
氾
濫
が

そ
の
宇
い
を
尖
鋭
化
す
る
契
機
を
開
い
た
と
論
じ
て
い
る
。

以
上
の
八
篇
の
主
論
文
の
外
に
、
文
化
史
閥
係
の
六
論
文
が
附
録
と
し
て
載

せ
ら
れ
て
い
る
。

一
靖
康
の
歯
車
に
お
け
る
新
蓄
預
法
鴛
の
勢
力
関
係

-106-

靖
康
初
年
開
封
に
攻
め
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入
っ
た
金
軍
が
、
警
法
熊
司
馬
光
等
の
子
孫
を
援
し
求
め
て
愈
敬
の
意
を
表
す

反
面
、
新
法
黛
の
王
安
石
の
書
は
破
棄
す
る
な
ど
の
特
異
な
行
動
を
示
し
た
黙

に
着
目
し
、
新
・
窟
画
法
黛
勢
力
の
交
替
と
金
人
の
立
場
を
の
ベ
る
。

ニ
金
代
岨
熱
の
文
化
に
つ
い
て

哩
熱
は
ま
た
冗
惹
・
烏
惹
な
ど
と
も
書
か

れ
る
満
洲
の
一
部
族
で
あ
る
。
著
者
は
「
松
漠
紀
聞
」
の
記
載
に
よ
っ
て
、
骨
闘

長
李
靖
を
中
心
と
す
る
賓
州
の
哩
熱
の
漢
文
化
を
述
べ
、
「
紀
開
」
に
記
載
さ

れ
る
李
靖
の
妹
金
寄
の
生
ん
だ
男
子
が
、
海
陵
王
の
兄
の
充
に
嘗
る
こ
と
を
推

論
し
、
唖
熱
の
金
室
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
説
く
。

三
松
漠
紀
聞
の
著
者
洪
暗
に
つ
い
て

洪
飴
は
十
二
世
紀
の
前
字
、
南
宋
か

ら
金
に
使
し
、
前
後
十
五
年
間
金
閣
に
抑
留
さ
れ
な
が
ら
節
を
守
っ
た
剛
直
の

士
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
遁
・
遜
・
遜
と
い
う
嘗
代
稀
な
秀
才
の
父
と
し
て
、

ま
た
松
漠
紀
聞
の
著
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
本
篇
で
は
洪
餓
一
代
の
簿
記
が

系
譜
・
枇
禽
的
背
景
等
を
織
り
ま
、ぜ
て
、
極
め
て
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

四
米
帝
虹
豚
詩
巻
践
に
つ
い
て

米
帝
の
虹
豚
詩
容
は
、
数
少
な
い
米
者
の

、

真
蹟
の

一
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
詩
容
に
は
劉
仲
滋
の
駿
が
あ

り
、
照
宗
朝
の
吏
部
侍
郎
田
殺
が
、
兵
火
の
聞
に
此
の
詩
容
を
得
て
珍
蔵
し
た

因
縁
が
記
さ
れ
る
。
著
者
は
田
竣
の
獄
の
経
過
を
概
観
し
、
皇
統
年
間
の
金
園

政
情
の
一
面
を
解
明
し
て
い
る
。

五
章
宗
牧
磁
の
書
室
に
つ
い
て

金
の
第
六
代
皇
帝
章
宗
は
書
量
の
鑑
識
に

す
ぐ
れ
た
文
化
人
で
あ
っ
て
、
書
査
の
蒐
集
家
で
あ
っ
た
。
著
者
は
信
頼
す
べ

き
著
録
中
よ
り
章
宗
校
織
の
書
重
を
摘
記
し
、
鑑
戴
印

・
停
世
の
径
路
等
に
つ

い
て
解
説
す
る
。

六
章
宗
書
女
史
簸

ロ
ン
ド
ン
英
園
博
物
館
臓
の
停
顧
憧
之
女
史
緩
園
の
後

幅
に
書
か
れ
て
い
る
女
史
簸
が
金
の
章
宗
の
垂
直
で
あ
る
こ
と
を
、
書
中
の
「
恭
」

の
字
に
閥
筆
を
後
見
し
た
筆
者
が
、
新
た
な
覗
腎
か
ら
論
愛
し
て
い
る
。

以
上
の
論
文
の
ほ
か
に
パ
谷
頭
に
完
顔
希
努
紳
道
碑
・
金
章
宗
女
史
策
等
の

篤
同
県
版
が
あ
り
、

容
末
に
金
代
要
幽
一

葉

・
金
室
系
園

一
葉
・
索
引

・
阿
骨
打

部
長
襲
任
以
後
の
年
表
が
添
え
ら
れ
、
利
用
者
の
便
宜
の
震
の
周
到
な
配
慮
が

示
さ
れ
て
い
る
。
浩
潟
な
史
書
か
ら
史
料
を
蒐
集
整
理
し
て
、
新
た
な
分
野
に

事
設
を
生
み
出
す
作
業
に
携
わ
れ
た
恐
る
べ
き
努
力
の
集
積
と
、
そ
こ
に
示
さ

れ
た
皐
術
的
水
準
の
高
さ
に
深
い
感
銘
を
舞
え
る
。
本
書
に
は
「
大
金
弔
伐

録
」
(
東
洋
史
研
究
二
の
二
)
な
ど
短
か
い
な
が
ら
重
要
な
書
評
が
牧
録
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
残
念
で
あ
る
が
、
著
者
が
深
い
考
究
を
進
め
ら
れ
た
「
松
漠

紀
聞
」
の
校
注
な
ど
も
、
ど
こ
か
に
眠
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
外
、
著

者
の
翠
識
の
奥
に
あ
る
来
遊
表
の
重
要
な
見
解
も
、
今
後
と
も
惜
し
み
な
く
示

し
て
欲
し
い
と
思
う
。
東
洋
史
研
究
の
一
般
が
そ
う
で
あ
る
如
く
、
先
謬
に
よ

っ
て
開
拓
せ
ら
れ
た
満
洲
史
撃
は
、

今
や
大
き
な
縛
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い

る
。
縛
換
の
方
向
は
各
研
究
者
に
よ
っ
て
相
違
も
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
の
立
場

に
立
つ
に
せ
よ
、
金
朝
史
の
研
究
に
は
ま
ず
先
生
の
業
績
の
蝿
継
承

・
批
判
か
ら

出
後
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
先
生
の
ぼ
う
大
な
研
究
成
果
は
、
軍
に
政
治
史
の
範

隠
に
留
ま
ら
ず
、
各
民
族
の
動
向
に
及
び
、

文
献
批
剣
の
厳
密
さ
、
推
論
の
深

さ
に
於
い
て
も
、
後
撃
の
研
究
の
礎
石
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(河
内

弓
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